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注）平年の値は全部網羅されて
いるが、豪雪年の場合は見
やすくするために、密度と
硬度の大きなものが選択さ
れて示されている。
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密度
第9図密度－－硬度の分布
り雪，ざらめ雪に変態するのに対して，多雪
年は，多量の雪で長期間圧密を受けた下層の
しまり雪やざらめ雪が形成されるということ
で､ある。
まとめ
当館での観測結果を中心に，56豪雪と59豪
雪の稚雪深の日変化などの比較検討を行い，
さらに、豪雪年と平年との相違についても調
?
富山市における械雪の56豪雪と59衆雪の比較
べた。結果は次の通りである。
積雪深の変化について
56豪雪は，ドカ雪型の積雪深形態で，伊藤
(1983)の分類に従うと，典型的な北陸IW』の初
期大'雪型にあたる。一方，59豪雪は，東北・
北海道によく見られる漸増型の形態をとって
いる。報告された災害にもそれらの特徴が表
われている。
また，平年は基本的には分散型で，激しく
降っても融雪の早い形態，すなわち枝雪深の
日変化の大きな形態として捉えられる。
雪質について
56豪雪，59豪雪ともに期間のずれはあるが
増雪期，中間期，融雪期の3期型の推移を行
っている。
平年は，変態の速い雪質の推移で特徴づけ
られる。
豪雪年と平年の雪質の推移の基本的なパタ
ーンは．第6図に示されている。
積雪の重量と硬度について
56豪雪，59豪雪ともに積雪重量の推移のし
かたは増雪期．中間期・融雪期と基本的には
同じであるが，56豪雪時の方が，穣雪重量が
重くなっている。
また，豪雪年は硬度，密度ともに大きなし
89
まり雪，ざらめ雪が形成されるのに対して，
平年の雪は，充分圧密を受けることがないの
で，硬度や密度の大きなしまり雪，ざらめ雪
が形成されない。
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